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本ワーキングの目的 

●市民が使う公共施設の今後のことを、行政
だけでなく、市民と一緒に考え、その結果を
参考にし、｢公共施設等総合管理計画｣を更新
すること。 
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• 公共施設等の将来更新需要等に備え、長期的な視点で
かつ計画的に財源確保、負担平準化を図る必要性があ
り、適正な管理を推進するため定める計画 

 

 

 

公共施設等総合管理計画 

 

（全国的に見ると） 

 国のインフラ長寿命化基本計画に基づく
地方自治体の行動計画 

（長久手市として） 

 市内のあらゆる個別の施設の計画が作成
される上での基礎となる計画 
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●策定年月： 平成２９年３月 

 

●計画期間： ３４年間（2017～2050） 

 

●対象施設： 市が所有する全ての公共施設等 

       ・市役所庁舎等を含む公共施設（ハコモノ） 

       ・道路、橋、公園等を含むインフラ施設 

 

●公共施設の保有量：約１５１，９９８㎡ 
          （うち49.1％が学校施設） 

 

●ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ：上記計画期間中の合計 

          約９８５．３億円 
               （29億円／年） 

 

※平成２９年度中更新予定 

長久手市公共施設等総合管理計画の内容 
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本市の公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本方針 

基本方針1 誰もが安全で安心して使用できる公共施設等を目指します。 

耐震化や、老朽化対応、バリアフリー化の推進等により、誰もが安全で安
心して使用できる公共施設等を目指します。 

基本方針2 公共施設の更新時に機能の複合化を前提に検討するとともに、
公民連携の促進や、広域連携などにより、トータルコストを
縮減します。 

長期間のライフサイクルコストを考慮した施設の維持管理を行うとともに、
公共施設の更新時に機能の必要性を勘案のうえ、複合化を前提に検討する
ほか、公民連携等による施設管理、広域連携による施設運用を行うなど、
新たな手法を検討することにより、トータルコストの縮減を目指します。 

基本方針3 将来計画に基づき、財政負担を平準化し、計画的に基金を積
み立てます。 

公共施設等の将来にわたる更新等に必要とされる金額を推計し、長寿命化
等により財政負担を平準化するとともに、財源不足が生じないよう、基金
の積立てや起債の発行などを計画的に行います。 



長久手市の状況（人口推計・人口構造の推移）  
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【人口推計】 

 今 ： 人口増加中 

 2035年頃 ： ６５，０００人（ピーク） 

 以降緩やかに減少 

【人口構造の推移】 

 今  ： ｢若いまち｣ 

 今後 ： いずれは高齢化社会 

税収減の要素 

※公共施設はいったん建てれば、ランニングコストが
かかり続ける。 

※一方で、更新、維持に必要な財源（税収）はいずれ
減少する。 

 



第５回（１１月２６日） 

総まとめ（結論） 

第４回（１１月１１日） 参加：１９人 

課題に対する提案 

第３回（１０月１４日） 参加：１８人 

課題の抽出 

第２回（９月２４日） 参加：１１人 

現場の確認 

第１回（８月２６日） 参加：１７人 

現状に関する情報共有 
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公共施設のあり方検討市民ワーキングの流れ（平成29年度）  
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第１回市民ワーキングでの意見 

「旧住民は、繋がり、伝統も多く残るまちとも言えるが、新住民が多く、繋がりが総じて希薄。」 

「若者が多く活気があり、学童、放課後児童クラブ、児童館など子育て施設の充実を図ってい
る。」 

「通学路など歩道が狭く、商業施設ができてから交通渋滞も発生しており、道路の整備も課題。」 

「文化の家、福祉の家、図書館など、立派な公共施設がある。」 

「公園もたくさんあって、緑が多いまち。」 

「商業施設もたくさんあり、20分以内の移動で生活ができる、住みやすいまち。」 

「地域でのまとまりが薄く、集まろうにも参加者が少ない。」 

「車社会で、歩いて移動するには限界がある。」 

「近年急速に商業施設など乱開発が進んでいてなんだか心配だ。」 

「名古屋市に近くて便利。」 

「モリコロパーク、文化の家、博物館、古戦場、ござらっせなど遊べる場所がたくさんある。」 

「子供の声が聞こえ、未来を感じるまち」 

「市役所の人がフレンドリー。」 

「大きすぎる文化の家が負担にならないか心配！」 

「集会所が使いづらい！」 

★公共施設の観点から見た長久手市の特徴 
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第２回市民ワーキングでの意見 

★公共施設の現場を見て気づいたことなど 

★長年住んでいるが初めて訪れる施設もあった。昔から知っている施設もずいぶん古くなったとい
う印象も。 

★小規模施設は利用率が低く、規模が大きい施設は一定の利用率があるようだ。 

★施設の整備に当たっては財源の問題も考えなくてはならないだろうから、公共でなく民間にでき
るものは民間に任せたり、ある程度集約化を図っていくことも重要だ。 

★集会所は地域の担当者が鍵の管理をしているようなのでいつでも入れる訳ではなく、使い勝手
に課題がある。 

★今日回った中でもたくさんの集会施設があった。集会所はいつもは空いていないし大人数で集
まるには狭く、駐車場もあまりない。老人憩の家はシニアの方しか利用できない。共生ステーション
やまちづくりセンターのような施設のほうが、利便性が高そう。 

★施設は点在しているよりも、集中していたほうが管理の面でも効率的。 

★できるだけ新しい施設を作るのではなくリノベーションを。その際は、環境負荷に配慮し、ＣＯ２削
減を。 

★アクセスの点を考えれば、公共施設は一定の駐車場を確保するか、または、リニモなどの駅周
辺に設置されるのが望ましい。 

★これからは、民間にはできない真に公共が担うべき機能を考える必要がある。 

★人口減少を見据え、施設を余計に作りすぎず、今あるものを有効活用すべき。 

★全ての公共施設の空き状況を一括して検索、予約などできるような仕組みがあれば、利用率も
上がるかも。 
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第３回市民ワーキング 検討結果 

→ 第３回意見を要素を抽出し、
第４回では４テーマごとに検討 
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第４回市民ワーキング 検討結果 

★みなさんで、市民が考える公共施設の基本方針案を作成してみました。 
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市の拠点 

アクセス・立地 

有効利用 

老朽化・庁外連携 

広域拠点 

狭域拠点 

使い勝手 

行政運営 

（第４回ワーキング） （今 回） 

第４回 → 第５回 

★最終回に向けて４つのテーマを再編し、議論を集約 
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いよいよ最終回！ 

• 複合化、交通、自治体連携 … 

広域で考える市の拠点 

• 機能と立地の整理、施設間連携、気軽に利用できる … 

狭域で考える市の拠点 

• 施設管理の一元化、利用しやすさ … 

市民の使い勝手の向上 

• 施設の整備方針、民間施設の活用、大学の活用 … 

施設に対する行政運営 

みなさんの手で、「公共施設に対する提言」
をまとめよう！ 


